
青木栄一 著作目録（１９９６～２００４年）

この著作目録は，青木が駿河台大学文化情報学部に勤務するようになった１９９６（平成８）年より，２００４

（平成１６）年３月の同大学退職を経て，２００４年１２月に至る期間に刊行された単行本，雑誌論文，書評，

座談会・対談・シンポジウムの記録（印刷，雑誌掲載されたものに限る），報告書などを含む．刊行年

月の表示は，奥付の日付によった．１９９５年までの著作については，『学芸地理』（東京学芸大学地理学会）

５０号，４～３５ページに掲載されている。

著作データの記載基準は下記の通りであるが，基本的には上記『学芸地理』掲載の目録に準じている。

掲載順序は，刊行年次順（暦年）とし，同一年次のなかでは一定の分類と順序ごとに，刊行月順に配

列した．単行本は，刊行月，編著者名，書名，発行所，総ページ数（分担執筆の場合は，カッコ内に分

担執筆章節名，該当ページなど）の順に表示した．雑誌論文等は，刊行月，論文名（書評の場合は，著

者名，書名），掲載誌名，巻号数（通巻表示では通巻番号を，巻号表示では第２巻第１号を２�のよう

に記す），発行学会名または出版社名，該当ページ，の順で示した．ただし，頻出する下記の雑誌は発

行社（会）名を省略した（誌名は５０音順）。

学芸地理（学芸地理学会）

交通新聞（交通新聞社）

産業考古学（産業考古学会）

JR gazette（交通新聞社）

社会経済史学（社会経済史学会）

新地理（日本地理教育学会）

駿河台大学NEWS（駿河台大学）

世界の艦船（海人社）

地図情報（地図情報センター）

地図ニュース（日本地図センター）

地理（古今書院）

地理学評論（日本地理学会）

鉄道ジャーナル（鉄道ジャーナル社）

鉄道ピクトリアル（電気車研究会）

日本ナショナルトラスト報（日本ナショナル

トラスト）

日本歴史（日本歴史学会）

文化情報学（駿河台大学文化情報学部）

歴史地理学（歴史地理学会）

１９９６年

編著・共編著

９月 野田正穂・原田勝正・青木栄一・老川慶喜

編：『神奈川の鉄道 １８７２―１９９６』，日本経

済評論社，３６０p.（分担執筆；第２章３ 砂

利を運ぶ鉄道，pp.７７―９１，第３章３ 幹

線貨物輸送体制の整備，pp.１２８―１４２，第

４章２ 郊外の都市化と高速電車化，pp.

１６９―１７９，第６章３ 東海道新幹線の開業，

pp.２７３―２８４，終章 神奈川の鉄道・その

未来像，pp３３９―３４７，コラム�湘南軌道，

p.１０４，�ポートトレインの時代，p.１５３，

�箱根越えの機関車，p.１５４，�大山と大

雄山への参詣鉄道，p.２０１，�湘南電車―

その特徴と意義―，p.２４６，�神奈川の戦

後鉄道大事故，p.２９６，神奈川県の鉄道網

発達史年表，pp.３４９―３６０）．

辞 典

１２月 浮田典良・中村和郎・高橋伸夫監修：『日

本地名大百科 ランドジャポニカ』，小学

館，１３２７p．（分担執筆；コラム：［浦和

市］市内に７つの「浦和」駅，p.１６４，［関

門海峡］歩いても渡れる海峡，p.３５３，［渋

谷］地下鉄が顔を出す地形，p.５６８，［清

水峠］鉄道の峠越え むかし・いま，p.

５７７，［隅田川］隅田川に架かる橋，pp.６２６
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―６２７，［博多］なぜずれた？駅名と市町村

名，p.９２１，［久屋大通］道路の名前―外

国と日本―，p.９６５，［米原町］鉄道の町

と鉄道の避けた町，p. １０５２），（資料：鉄

道路線一覧〈�JR北海道，�JR東日本，

	JR東海，
JR西日本，�JR四国，�JR

九州，�特定地方交通線転換の第三セク

ター鉄道，�大手・準大手民鉄，�おもな

地方民鉄，JR貨物，�大都市の地下鉄

線，�モノレール，新交通システム〉pp.

１２３３―１２４７，高規格幹線道路一覧，pp.

１２４８―１２４９，空港一覧，pp.１２５０―１２５１）．

論説・研究ノート

１月 日本の鉄道車両メーカーの系譜，鉄道ピク

トリアル，６１６，pp.１０―２１．

４月 戦後混乱期の吊革考，鉄道ピクトリアル，

６１９，pp.１００―１０３．

６月 新京成電鉄の歩み―路線網の形成と地域開

発―，鉄道ピクトリアル，６２２，pp. １７―２３．

７月 私鉄の気動車―その発達の系譜―，鉄道

ジ ャ ー ナ ル，３５７，pp.５２―６３．（鉄 道

ジャーナル１５７〈１９８０年３月〉pp.３９―５６の

補訂版，ただしp６１以降は新たに執筆した

部分），

７月 名古屋鉄道のあゆみ［戦後編］―路線網の

形成と地域開発，鉄道ピクトリアル，６２４，

pp.９３―１０５．

８月 街づくりと鉄道，鉄道ピクトリアル，６２５，

pp.１０―１７．

９月 帆走フリゲイトの回顧（フリゲイト７話�），

世界の艦船，５１４，pp.７８―８１．

１０月 海戦史に見る艦隊陣形の変化（艦隊陣形の

歴史�），世界の艦船，５１５，pp.７８―８５．

１１月 技術面から見たイギリス巡洋艦の発達�船

体，世界の艦船，５１７，pp.１７６―１８１．

１１月 鉄道ゲージの歴史地理学，地理，４１�，

pp.３０―４０．

１１月 JR１０年の軌跡�沿線開発―資産価値の高

い遊休地の有効活用で都市再開発の中核を

担う―，JR gazette，５４�・通号５６９，pp.

４４―４７．

月不詳 European Travellers in the Nineteenth

Century Japan, The Influence on Tourism

in Central Japan.（Le Tourisme e non Lit-

toral dans les pays en voie développment,

Collegue de Marrakech, ２０―２４ Octobre

１９９１, Commission de Géographie des

Leisirs et de la Récréation, IGU., Lettreset

des Sciences Humaines, Marrakech, Ma-

roc, pp.１９７―２０５．

（１９９４年１０月刊とあるが，実際の刊行年は

１９９６年）

エッセイ

３月 東京学芸大学における２１年間を顧みて，学

芸地理，５０，pp.５０―５１．

９月１９日 鉄道車両製造の１００年�上，交通新聞，

１５７８５，p.１．

９月２０日 鉄道車両製造の１００年�下，交通新聞，

１５７８６，p.１．

資 料

３月 青木栄一先生年譜，および，青木栄一先生

著作目録，学芸地理，５０，pp.２―３５．

書 評

１月 野田隆（文）・横溝英一（絵）：『ドイツ＝

鉄道旅物語』，鉄道ジャーナル，３５１，p.

１５２．

２月 多摩の鉄道と都市形成史研究会編：『多摩

―鉄道とまちづくりのあゆみ �・�』，

鉄道ジャーナル，３５２，p.１４０．

３月 生方良雄：『特殊鉄道とロープウェイ』，鉄

道ジャーナル，３５３，p.１４０．

３月 宮脇俊三：『昭和八年 渋谷驛』，鉄道

ジャーナル，３５３，p.１４０．

４月 中島啓雄：『現代の鉄道貨物輸送』，鉄道

ジャーナル，３５４，p.１３６．

４月 宮田道一：『東急電車物語』，鉄道ジャーナ

ル，３５４，p.１３６．

５月 吉川文夫編著：『路面電車時代』，鉄道

ジャーナル，３５５，p.１４０．

５月 佐々木冨泰・網谷りょういち：『続・事故

青木栄一教授の略歴
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の鉄道史』，鉄道ジャーナル，３５５，p.１４０.

５月 J. P. Delgado & C. J. Clifford: 『Great

American Ships』，世界の艦船，５１０，p.

１８０．

６月 ブライアン・ペレン（曽根悟監修・秋山芳

弘・青木真美訳）：『フランスの高速鉄道

TGVハンドブック』，鉄道ジャーナル，

３５６，p.１４０．

６月 斎藤晃：『蒸気機関車の興亡』，鉄道ジャー

ナル，３５６，p.１４０．

８月 三宅俊彦：『時刻表百年のあゆみ』，鉄道

ジャーナル，３５８，p.１４０．

９月 小池滋：『じょっぱり先生の鉄道旅行』，鉄

道ジャーナル，３５９，p.１４０．

９月 武知京三：『近代日本と地域交通―伊勢電

と大軌系（近鉄）資本の動向―』，日本歴

史，５８０，pp.１２１―１２３．

１０月 藤本均：『社史にみる私鉄企業の相似像』，

鉄道ジャーナル，３６０，p.１５２．

１０月 白土貞夫：『ちばの鉄道一世紀』，鉄道

ジャーナル，３６０，p.１５２．

文献解題

４月 鉄道図書３０選（吉川文夫・和久田康雄と分

担執筆），『年鑑’９６ 日本の鉄道』，鉄道

ジャーナル社，pp.１０４―１０８．

写真を中心とした解説

４月 １９５０年代小湊鉄道の多彩な車両群，鉄道ピ

クトリアル，６２０，pp.８６―８７．

対談・座談会

３月 今“鉄道”を語る，（小池滋，斎藤峻彦，

竹島紀元，藤井弥太郎と），運輸と経済（運

輸調査局），５６�，pp.４―１５．

講演・シンポジウム記録

２月 産業遺産の保全と活用の世界の流れ（「産

業遺産の保全と活用を考える」シンポジウ

ム記念講演），日本ナショナルトラスト報，

３２５，p.６．

報告書

３月 「歴史を活かしたまちづくりシンポジウム

産業遺産の保全と活用を考える報告書」，

�日本ナショナルトラスト，３８p．（分担

記念講演「産業遺産の保全と活用の世界の

流れ」，pp.４―６）．

紙 碑

４月 川上幸義さんを悼む，鉄道ピクトリアル，

６１９，p.１１８．

１９９７年

論説・研究ノート

１月 京成電鉄のあゆみ［戦後編］―路線網の形

成と地域開発―，鉄道ピクトリアル，６３２，

pp.９９―１０８．

２月 米駆逐艦フレッチャー級のすべて�登場の

経緯と位置付け，世界の艦船，５２０，pp.

７０―７３．

７月 阪神電気鉄道のあゆみ［戦後編］―路線網

の形成と地域開発―，鉄道ピクトリア

ル，６４０，pp.７７―８５．

９月 日本の艦艇事故，世界の艦船，５２８，pp.

６９―７３．

１０月 交通地理学を考える�，地理，４２�，pp.

８０―９１．

１１月 交通地理学を考える�，地理，４２�，pp.

１０２―１１５．

１１月 イギリス造艦メーカーの現況（イギリス軍

艦の戦後史），世界の艦船，５３１，pp. １１２―

１１５．

１２月 アメリカ海軍の歩み（新版「アメリカ海軍

〈昔と今〉」），世界の艦船，５３３，pp. １７７―

１８７．

１２月 交通地理学を考える�，地理，４２�，pp.

６６―８３．

１２月 ポスト条約型巡洋艦の建造思想，世界の艦

船，５３２，pp.７０―７５．

１２月 東武鉄道のあゆみ［戦後編］―その路線網

の拡大と地域開発―，鉄道ピクトリアル，

６４７，pp.８５―１０１．

短 報

１１月 第１０回産業遺産保存国際会議（アテネ・

テッサロニキ）に参加して（種田明，庄谷

邦幸と共同執筆），産業考古学，８６，pp.
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１３―１６．（分担執筆；報告�研究発表，pp.

１３―１４，報告�エクスカーションのうち�，

p.１６）．

エッセイ

４月 土木史と地理学，土木史フォーラム（土木

学会土木史研究委員会監修・土木史フォー

ラム小委員会），５，p.２．

４月 南部鉄道（鉄道史の興味・研究―今はなき

私鉄を訪ねた日々），鉄道ピクトリアル，

６３６，pp.５８―６０．

１１月７日 創業１００年を迎えた東武鉄道�上１．東

武鉄道の創業と根津嘉一郎，交通新聞，

１６０６３，p.１．

１１月１０日 創業１００年を迎えた東武鉄道�中２．電

化の完成と日光・鬼怒川の観光開発，交通

新聞，１６０６４，p.３．

１１月１１日 創業１００年を迎えた東武鉄道�下３．多

彩な東武鉄道の車輌史，交通新聞，１６０６５，

p.３．

書 評

２月 沢和哉：『日本の鉄道ことはじめ』，鉄道

ジャーナル，３６４，p.１５２．

３月 石本祐吉：『鉄のほそ道―写真で綴る線路

のはなし』，鉄道ジャーナル，３６５，p. １４０．

３月 老川慶喜：『鉄道（日本史小百科―近代）』，

鉄道ジャーナル，３６５，p.１４０．

３月 千葉県史料研究財団編：『千葉県の歴史

別編 地誌１（総論）（県史シリーズ３６）』，

千葉県史研究（千葉県史料研究財団），５，

pp.７９―８２．

４月 村井一真：『万里の長龍鉄道』，鉄道ジャー

ナル，３６６，p.１４０．

４月 種村直樹編・写真RGG：『国鉄・JR鉄道廃

線カタログ（別冊歴史読本７３）』，鉄道

ジャーナル，３６６，p.１４０．

５月 藤井信夫：『南海電気鉄道 上巻（車輌発

達史シリーズ５）』，鉄道ジャーナル，３６７，

p.１３６．

６月 けいてつ協会編著：『知られざる鉄道―リ

ニアモーターカーからトロッコまで２００選』，

鉄道ジャーナル，３６８，p.１４０．

６月 和久田康雄：『やさしい鉄道の法規―JRと

私鉄の実例』，鉄道ジャーナル，３６８，p.

１４０．

７月 田中正吾：『青函連絡船洞爺丸轉覆の謎』，

鉄道ジャーナル，３６９，p.１８４．

８月 瀬戸線の９０年刊行会編：『保存版・瀬戸線

の９０年―われらが「せとでん」激動のドラ

マ―』，鉄道ジャーナル，３７０，p.１４０．

９月 沢柳健一・高砂雍郎編：『決定版・旧型国

電車輌台帳』，鉄道ジャーナル，３７１，p.

１４０．

１０月 林順信：『都電が走った町今昔―激変の東

京定点対比３０年』，および，吉川文夫：『東

京都電の時代』，鉄道ジャーナル，３７２，p.

１３６．

１１月 高井薫平：『軽便追想』，鉄道ジャーナル，

３７３，p.１４４．

１２月 原口隆行ほか：『イギリス＝鉄道旅物語』，

鉄道ジャーナル，３７４，p.１４０．

文献解題

４月 鉄道図書３０選（吉川文夫・和久田康雄と分

担執筆），『年鑑’９７ 日本の鉄道』，鉄道

ジャーナル社，pp.１０４―１０８．

写真を中心とした解説

１月 １９５０年代の千住大橋駅，鉄道ピクトリアル，

６３２，p.９８．

４月 産業文化財が語りかける技術のあゆみ

（PHASE’９７ April），安全（中央労働災害

防止協会），４８�，pp.１―３．

１２月 前橋線最後の日，鉄道ピクトリアル，６４７，

p.１５７．

紙 碑

２月 太田勇君を偲んで，『地理学への情熱―太

田勇追悼文集―』，太田陽子（私家版），pp.

１２０―１２１．

３月 大槻貞一さんを偲んで，『想い出 大槻貞

一』，大槻榮子（私家版），pp.１―３．

その他

２月 金坂清則：イザベラ・バードとその意義

青木栄一教授の略歴
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（１９９６年度大会特別研究発表・座長所見），

人文地理（人文地理学会），４９�，pp. ７６―

７８．

１９９８年

監 修

５月 『マルチメディア鉄道図鑑』（南正時・諸河

久〈写真〉），アスキー出版局（CD―ROM

& BOOK）

論説・研究ノート

１月 歴史地理学の傾向と動向―掲載論文にみる

歴史地理学会の４０年―，歴史地理学，４０�

（通号１８７），pp.１９―２７．

２月 鉄道史研究における地方史的アプローチの

系譜，明大商学論叢（明治大学商学研究所），

８０―１・２（石井常雄教授古希記念号），

pp.１―１９．

４月 大井川を渡った軽便鉄道―静岡鉄道駿遠線

の成立ち，鉄道ピクトリアル，６５２，pp.

６２―６５．

５月 海上保安庁５０年の歩み，世界の艦船，５３８，

pp.８６―８９．

７月 京浜急行電鉄のあゆみ［戦後編］―路線網

の形成と地域開発―，鉄道ピクトリアル，

６５６，pp.１００―１１２．

９月 戦後ドイツ海軍の歩み，世界の艦船，５４２，

pp.６９―７３．

１０月 トンネルの歴史地理学，地理，４３�，pp.

２３―３２．

１１月 日本の石灰石・セメントと鉄道，鉄道ピク

トリアル，６６１，pp.１０―１８．

１１月 鉄道地図の表現，地図ニュース，３１４，pp.

７―１０．

１２月 フランス巡洋艦の作戦史，世界の艦船，

５４６，pp.１５２―１５７．

１２月 阪急電鉄のあゆみ［戦後編］―路線網の形

成と地域開発―，鉄道ピクトリアル，６６３，

pp.９６―１０３．

短 報

６月 解体された元巡視船「こじま」，東京産業

考古学会（東京産業考古学会），１４，pp. ４

―７．

エッセイ

１１月 海外子女教育と地域研究，『新世紀を開く

教育研究―海外子女教育センター創立２０周

年記念誌―』（東京学芸大学海外子女教育

センター），p.３１．

１１月 複々線化事業を考える，月刊小田急（小田

急電鉄社内報），５８２，pp.１２―１３．

書 評

１月 宮脇俊三編著：『鉄道廃線跡を歩く�』，鉄

道ジャーナル，３７５，p.１５１．

２月 網谷りょういち：『信楽高原鉄道事故』，鉄

道ジャーナル，３７６，p.１３９．

２月 いのうえ・こーいち編著：『追憶の軽便鉄

道 井笠鉄道』，鉄道ジャーナル，３７６，p.

１３９．

３月 宮脇俊三：『駅は見ている』，鉄道ジャーナ

ル，３７７，p.１３９．

４月 中島廣・山田俊英：『韓国の鉄道―１００年を

迎える隣国の鉄道大百科―』，鉄道ジャー

ナル，３７８，p.１３５．

５月 鉄道友の会編：『高田隆雄写真集 追憶の

汽車電車』，鉄道ジャーナル，３７９，p. １３９．

６月 塚本和也：『高原のポニーC５６―塚本和也

写真集―』，鉄道ジャーナル，３８０，p. １３９．

７月 Bernard Ireland & Eric Grove:『Jane’s

War at Sea, １００ Years of Jane’s Fight-

ing Ships』，世界の艦船，５４０，pp. １１０―

１１１．

８月 長谷川弘和：『横浜市電の時代』，鉄道

ジャーナル，３８２，p.１３９．

８月 宮脇俊三（編）・原口隆行（企画・執筆）：

『時刻表でたどる鉄道史』，鉄道ジャーナ

ル，３８２，p.１３９．

９月 葦書房編集部：『噴火と闘った島原鉄道』，

鉄道ジャーナル，３８３，p.１３９．

９月 吉田恭一：『地形図で辿る廃線路―古地図

とともに今はなき鉄道を歩く―』，地図情

報，１８�（通巻６７），p.３１．

１０月 沢和哉：『日本の鉄道こぼれ話』，鉄道

文化情報学 第１１巻第２号（２００４）
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ジャーナル，３８４，p.１３９．

１０月 山之内秀一郎：『鉄道と情報システム』，鉄

道ジャーナル，３８４，p.１３９．

１１月 諸河久・吉川文夫：『総天然色のタイムマ

シーン―フルカラーでよみがえる地方私鉄

の黄金時代』，鉄道ジャーナル，３８５，p.

１３５．

１１月 原武史：『「民都」大阪対「帝都」東京―思

想としての関西私鉄』，鉄道ジャーナル，

３８５，p.１３５．

１２月 田中真人・宇田正・西藤二郎：『京都滋賀

鉄道の歴史』，文化情報学，５�，pp. ４３―

４７．

文献解題

４月 鉄道図書３０選（吉川文夫・和久田康雄と分

担執筆），『年鑑’９８ 日本の鉄道』，鉄道

ジャーナル社，pp.１０４―１０８．

１１月 石渡幸二：『あの船この船―回想の船影を

追って―』，中公文庫（中央公論社），同書，

pp.２８５―２９１．

講演・シンポジウム記録

９月 近代日本の地理思想とその変容，日本地理

学会発表要旨集（北海道大学），５４，pp. ４

―５．

報告書

３月 『分割民営化に至る国鉄の経営問題に関す

る調査研究報告書』，運輸経済研究セン

ター，（分担執筆；第６章 ローカル線の

整理，２０p，第９章 鉄道連絡航路，１７p，

第１２章 日本の国鉄と世界の鉄道，９p）．

その他

７月 鉄道敷設における地元の「認識」と「実際」

―加藤要一氏の論文へのコメント，社会経

済史学，６４�，pp.８１―８３．

１９９９年

論説・研究ノート

４月 地理学からみた「廃線」の背景，旅（日本

交通公社），７３�（通号８６７），pp.９０―９４．

６月 第二次世界大戦後における日本の大都市住

宅団地の発達と交通（張秀強訳，二戦后日

本大都市住宅区的発展与交通），『’９８長春

中日城市問題国際学術研討会論文集１９９８．

１２．１３―１２．１６』（同編輯委員会編），pp.

２０５―２１８．

６月 鉄道文化財の意義を考える，JR gazette，

５７�（通号６００），pp.５６―５９．

６月 巡洋戦艦―その誕生から終焉まで―，世界

の艦船，５５３，pp.７０―７７．

６月 ビーティーとヒッパー―英独巡洋戦艦部隊

指揮官の横顔，世界の艦船，５５３，pp. ９８―

９９．

７月 相模鉄道のあゆみ［戦後編］―その路線網

の形成と地域開発―，鉄道ピクトリアル，

６７２，pp.８１―８９．

７月 ナチス・ドイツのミニ潜水艦，世界の艦船，

５５５，pp.１２０―１２１．

９月 日本歴史地理學�傾向�變化―掲載論文�
� 歴史地理學会４０年―（李鎔一訳），

文化歴史地理（文化歴史地理学会〈大韓民

国〉），１１，pp. ２０１―２０９．〈１９９８年１月，歴

史地理学，４０�の韓国語訳〉

９月 海峡を渡る交通路―関門海峡における橋と

トンネル―，地図情報，１９（２）（通巻７１），

pp.１８―２１．

１０月 鉄道駅の歴史地理学―駅の立地と機能の変

容に関するノート―，地理，４４�，pp. １６

―２４．

１１月 現代日本の鉄道博物館―歴史・現状・将来

―，鉄道ピクトリアル，６７７，pp.１０―１５．

１２月 小田急電鉄のあゆみ［戦後編］―路線網の

変遷と地域開発―，鉄道ピクトリアル，

６７９，pp.９３―１０５．

短 報

９月 瀬戸内で第２の人生を送る元海上保安庁巡

視船「こじま」，世界の艦船，５５７，p. １１０．

エッセイ

４月 宮脇さんと海外鉄道紀行，宮脇俊三鉄道紀

行全集 第５巻 月報（角川書店），５，

pp.３―４．

９月 まちづくりと中量交通機関，ひたち（日立

青木栄一教授の略歴
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評論社），６１	，pp.２―３．

１２月 鉄道プリペイドカードに描かれた地図，地

図ニュース，３２７，pp.１１―１４．

写真を中心とした論説

７月 第１部 Ｕボートの復活（ナチスＵボート），

世界の艦船，５５５，pp.７―２０．

７月 第２部 大西洋の戦いの主役たち（ナチス

Ｕボート），世界の艦船，５５５，pp. ２１―５４．

７月 第３部 戦線を支えた脇役たち―燃料補

給／輸送／機雷敷設用Ｕボート（ナチスＵ

ボート），世界の艦船，５５５，pp.５５―６２．

７月 第４部 水中高速潜水艦への途（ナチスＵ

ボート），世界の艦船，５５５，pp.６３―７８．

７月 〈付〉外国からの取得艦（ナチスＵボート），

世界の艦船，５５５，pp.７９―８７．

書 評

１月 斎藤晃：『蒸気機関車の挑戦』，鉄道ジャー

ナル，３８７，p.１５４．

２月 長真弓：『オーストリア＝鉄道旅物語』，鉄

道ジャーナル，３８８，p.１４３．

３月 中村尚史：『日本鉄道業の形成 １８６９～

１８９４年』，鉄道ジャーナル，３８９，p.１４２．

３月 Harald Fock: 『Z―vor！ ―Internationale

Entwicklung und Kriegseinsatze von

Zerstörern und Torpedobooten in

Zweiten Weltkrieg,１９４０―１９４５』，世界の艦

船，５４９，p.１５６．

５月 石野哲・水谷昌義・高山拡志・浅野明彦：

『停車場変遷大事典 国鉄・JR編�／�』，

鉄道ジャーナル，３９１，p.１４２．

７月 川島令三：『鉄道はクルマに勝てるのか』，

鉄道ジャーナル，３９３，p.１５４．

８月 白川淳：『全国保存鉄道�（東日本編），�

（西日本編）』，鉄道ジャーナル，３９４，p.

１４２．

９月 田中真人・宇田正・西藤二郎：『京都滋賀

鉄道の歴史』，鉄道ジャーナル，３９５，p.

１４２．

９月 石野哲・水谷昌義・高山拡志・淡野明彦：

『停車場変遷大事典 国鉄・JR編�／�』，

歴史地理学，４１�（通号１９５），pp. ３５―３８．

９月 中村尚史：『日本鉄道業の形成―１８６９～

１８９４年』，社会経済史学，６５�，pp. ９６―９８

（３４８―３５０）．

１０月 江本廣一：『都電車輌総覧』，鉄道ジャーナ

ル，３９６，p.１３７．

１１月 和久田康雄：『路面電車―ライトレールを

めざして―』，および，谷川一巳・西村慶

明・水野良太郎：『路面電車の基礎知識』，

鉄道ジャーナル，３９７，p.１４７．

１１月 野村實：『日本海海戦の真実』，世界の艦船，

５６０，pp.１１４―１１５．

１２月 岡田誠一：『キハ４１０００とその一族 上／

下』，鉄道ジャーナル，３９８，p.１４２．

文献解題

４月 鉄道図書３０選（吉川文夫・和久田康雄と分

担執筆），『年鑑’９９ 日本の鉄道』，鉄道

ジャーナル社，pp.１０４―１０８．

対談・座談会

１２月 座談会（三人閑談）「鉄道ファンは永遠に」

（藤井弥太郎，岩沙克次と），三田評論（慶

應義塾），１０１９，pp.７６―８７．

講演・シンポジウム記録

１１月 日本の鉄道と地域社会（「教育情報衛星通

信ネットワークを利用した大学公開講

座」・駿河台大学），高等教育情報化推進協

議会，３８p.

学会での発表記録

１１月 三井三池炭鉱專用鉄道電気機関車の産業考

古学的意義（堤一郎，大島登志彦と），産

業考古学会１９９９年度全国大会（竜ヶ崎）研

究発表講演論文集（産業考古学会），pp.２９

―３２．

その他

６月 鉄道旅行検定試験はじまる，地理，４４�，

pp.７５―８０．

８月 はがき通信，日本歴史，６１５，p.１４３．

１２月 シラバス紹介「産業考古学」（駿河台大学

文化情報学部１９９９年度シラバス），産業考

古学，９４，p.２２．

文化情報学 第１１巻第２号（２００４）
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２０００年

単 著

１２月 『 �世界史�』（崔在洙訳）．韓国海
事問題研究所，３０４p．〈１９８３年１１月『シー

パワーの世界史�』の韓国語訳〉．

共 著

３月 『A History of Japanese Railways, １８７２―

１９９９』，（今城光英，加藤新一，和久田康雄

と共著，東日本鉄道文化財団発行・交通新

聞社発売，２５６p.），（分担執筆；Chapter １

Dawn of Japanese Railways, pp.５―１４, ch.

２ Expansion of Railway Network, pp.１５

―２８, ch. ３ Transition from Imported to

Domestic Technology, pp.２９―３８, ch.５De-

velopment of Light Railway Policy, pp.４５

―５０, ch.９ Rural Railway Construction by

Government Railways, pp. ９９―１０８, ch. １５

Decrease in Rail Freight, pp.１７１―１８０, Ap-

pendix: Development of Railway Network

in Japan, pp.２１６―２１９, Growth of Railway

Network in Tokyo and Kansai, pp. ２２０―

２２１, Genealogy of Japanese Steam Loco-

motives, pp. ２２２―２２３, Biographies of Im-

portant People in Japan Railway History:

Edmund Morel, p.１３, Masaru Inoue, p.１７,

Richard Francis Trevithisk & Francis

Henry Trevithick, p.３５, Yoshio Kinoshita,

p.１０１）.

分担執筆

４月 『日本地理学会７５周年史特集号』，地理学評

論，７３�，pp. ２７５―２７６．（分担執筆；「日

本地理教育学会」（�戦後復興と地理学の

展開，３．関連学会の創設と発展，９））．

７月 運輸政策研究機構編：『日本国有鉄道民営

化に至る１５年』，成山堂書店，４８６p．（分

担執筆；第６章 ローカル線の整理，pp.

１８２―２００，第９章 鉄道連絡航路，pp. ２６０

―２７５，第１２章 日本の国鉄と世界の鉄道，

pp. ３０２―３１０），〈１９９８年３月刊，運輸経済

研究センター報告書「分割民営化に至る国

鉄の経営問題に関する報告書」の公刊〉

１１月 前田清志・玉川寛治編：『日本の産業遺産

� 産業考古学研究』，玉川大学出版部，

４９５p．（分担執筆；第４章 交通１ 戦後

日本における船の保存，pp.２２４―２４７），

論説・研究ノート

１月 イタリア巡洋艦の作戦史，世界の艦船，

５６３，pp.１５６―１６１．

２月 多摩の「まぼろしの鉄道」，多摩のあゆみ，

９７，pp.８―１７．

３月 快適性からみた大都市鉄道車両の発達，社

会科学論集（埼玉大学経済学会），９９・１００

合併号，pp.１―１８．

３月 データベース化が進むナチスＵボート情報，

世界の艦船，５６５，pp. １０８―１１０．

４月 アメリカ潜水艦艦名考，世界の艦船，５６７，

pp.１８２―１８３．

７月 第２次大戦後のイタリア戦艦 敗戦後の運

命，世界の艦船，５７０，pp.１６４―１６７．

７月 A Historical Sketch of Ship Preservation

as Maritime Heritage in Japan. in, Mari-

time Technologies, TICCIH,１０th Interna-

tional Conferance , Transactions―June

１９９７,（Christine Agriatoni ed.）, TICCIH

Greak Section, pp.１２７―１３０.

７月 カリフォルニア州のライトレール事情，鉄

道ピクトリアル，６８８，pp.５５―６６．

９月 鉄道車両工場の系譜，鉄道ピクトリアル，

６９０，pp.１０―２０.

９月 オスマン・トルコ帝国―そのシーパワーの

盛衰―，世界の艦船，５７３，pp.７１―７５．

９月 都市地理学の系譜と展望，都市問題研究

（都市問題研究会），５２
（通巻５９７），pp.

９６―１０７．

１１月 地理的思考のすすめ―交通，地理月報（二

宮書店），４５９，pp.１―３．

１１月 ANZAC海軍史を彩ったふねぶね，世界の

艦船，５７５，pp.８８―９３．

１２月 ２０世紀のシーパワーを顧みる―艦船の進化

を基盤に―，世界の艦船，５７６，pp. ６９―７５．

青木栄一教授の略歴
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短 報

７月 保存とは名ばかり 陸に上がった元巡視船

「ろっこう」の現状，世界の艦船，５７０，

p.９６．

１２月 ウェールズ・ツアー（国際産業遺産保存会

議TICCIH ２０００），産業考古学，９８，pp.

１２―１５．

エッセイ

２月 鉄道忌避伝説を見直す（歴史手帖），日本

歴史，６２１，pp.３４―３５．

３月 日本地理教育学会と私，新地理，４７（３・

４）（５０周年記念号），pp.２０―２２．

１０月 「産業考古学」を講義する，菩提樹（駿河

台大学父母会会報），２５，pp.５６―５７．

書 評

２月 斎藤雅男：『驀進―鉄道とともに５０年から

―』，鉄道ジャーナル，４００，p.１８６．

３月 日本機会学会編：『高速鉄道物語―その技

術を追う―』，鉄道ジャーナル，４０１，p.

１３８．

４月 花上嘉成：『山梨交通鉄道線回想録』，鉄道

ジャーナル，４０２，p.１３８．

６月 宮脇俊三編著：『鉄道配線跡を歩く�』，鉄

道ジャーナル，４０４，p.１４２．

７月 今尾恵介：『地形図でたどる鉄道史東日本

編』，鉄道ジャーナル，４０５，p.１５４．

９月 日本地下鉄協会編：『世界の地下鉄―１１５都

市の最新情報―』，鉄道ジャーナル，４０７，

p.１４２．

９月 三木理史：『地域交通体系と局地鉄道―そ

の史的展開―』，社会経済史学，６６�，pp.

９２―９３．

１０月 高橋団吉：『新幹線をつくった男 島秀雄

物語』，鉄道ジャーナル，４０８，p.１３８．

１１月 堀雅通：『現代欧州の交通政策と鉄道改革

―上下分離とオープンアクセス―』，鉄道

ジャーナル，４０９，p.１３８．

１１月 須田寛：『東海道新幹線―写真・時刻表で

見る新幹線の昨日・今日・明日―』，鉄道

ジャーナル，４０９，p.１３８．

１２月 河原匡喜：『連合軍専用列車の時代―占領

下の鉄道史探索―』，鉄道ジャーナル，４１０，

p.１４２．

文献解題

５月 鉄道図書３０選（吉川文夫・和久田康雄と分

担執筆），『年鑑２０００ 日本の鉄道』，鉄道

ジャーナル社，pp.１０４―１０８．

講演・シンポジウム記録

２月 鉄道高速化と私鉄電車発達の歴史，シンポ

ジウム「日本の技術をみる眼」第１８回「新

幹線０系と名鉄パノラマカー―東海地方を

駆け抜けた高速電車・新性能電車―」講演

報告資料集，中部産業遺産研究会，pp. １―

１５．

報告書

３月 榧根勇編：『日本における地理学の現状と

２１世紀への展望』，（平成１１年度文部省科研

費（基盤研究Ｃ）研究成果報告書１１８９８００４，

１８７p．（分担執筆；第１６章 交通地理学―

地域社会の視点に立つ近代交通の分析を中

心として―，pp.１３７―１４５）．

２００１年

編著・共編著

４月 日本ナショナルトラスト監修，青木栄一・

小野田滋・後藤治・堤一郎・中島久男・馬

場俊介・堀勇良編：『日本近代化遺産を歩

く―産業・土木・建築・機械，近代を語る

証人たち―』，JTB（JTBキャンブックス），

１６３p．（分担執筆；みちのく北方漁船博物

館―沿岸用木造漁船を収蔵する日本最大の

漁船博物館―，pp. １８―１９，コラム，急勾

配に挑む鉄道，p.４４）．

分担執筆

４月 『懐かしの沼尻軽便鉄道』編集委員会編：

『写真でつづる続・懐かしの沼尻軽便鉄道

―想い出の学び舎と沿線の記録―』，『懐か

しの沼尻軽便鉄道』刊行委員会刊・歴史春

秋出版発売，２２６p．（分担執筆；日本硫黄

沼尻鉄道線の歴史とその車両，pp. ５７―

７７）．

文化情報学 第１１巻第２号（２００４）
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論説・研究ノート

１月 日本の鉄道車両―その技術の輸入と輸出―，

鉄道ピクトリアル，６９６，pp.１０―２０．

５月 アメリカ，カリフォルニア州の最近鉄道事

情，PENDELZUG（海外鉄道研究会），４０，

pp.３―７．

７月 鉄道の２０世紀を考える，鉄道ピクトリアル，

７０３，pp.１０―１７．

７月 鉄道趣味のあゆみ―『鉄道ピクトリアル』

の半世紀とともに―，鉄道ピクトリアル，

７０３，pp.１３１―１５５．

１１月 オホーツク海沿岸地域の鉄道網のあゆみ，

『新ドキュメント列車追跡３ 国鉄１９７４～

１９７９』，鉄道ジャーナル社，pp. １１―１６．

（１９７９年３月，鉄道ジャーナル１４５より再

録），

１２月 鉄道忌避伝説に対する疑問―補論，文化情

報学，８�，pp.３５―４４．

エッセイ

８月 中国の市街地図雑感，地図情報，２１（１・

２）（通巻７８），p.３６．

書 評

１月 鉄道探検隊（隊長＝吉川文夫）編：『鉄道

風景懷古��～��』，鉄道ジャーナル，４１１，

p.１５４．

１月 三木理史：『近代日本の地域交通体系』，お

よび，三木理史：『地域交通体系と局地鉄

道―その史的展開―』，地理学評論，７４�，

pp.５５―５９．

２月 瀬古龍雄：『B６回顧録（RM Library１６・

１７）』，鉄道ジャーナル，４１２，p.１３８．

３月 近藤一郎：『クラウスの機関車追録』，鉄道

ジャーナル，４１３，p.１３８．

３月 原武史：『大正天皇』，鉄道ジャーナル，

４１３，p.１３８．

４月 川島令三：『徹底チェックJR特急車両―JR

はどんな車両をつくってきたか―』，鉄道

ジャーナル，４１４，p.１３８．

５月 Arnold Hague:『The Allied Convoy Sys-

tem １９３９―１９４５, Its Organization, De-

fence and Operation』，世界の艦船，５８２，

p.１０２．

７月 名取紀之：『森製作所の機関車たち』，鉄道

ジャーナル，４１７，p.１５０．

８月 田中和夫：『北海道の鉄道』，鉄道ジャーナ

ル，４１８，p.１３８．

９月 赤門鉄路クラブ編：『鉄道を読んで楽しむ

本』，鉄道ジャーナル，４１９，p.１４２．

９月 石井實：『写真集 東京―都市の変貌の物

語 １９４８―２０００―』，新 地 理，４９�，pp.

４０―４２．

１０月 角本良平：『JRは２０２０年に存在するか』，

鉄道ジャーナル，４２０，p.１３８．

１１月 後藤文男：『西武の赤い電機』，鉄道ジャー

ナル，４２１，p.１４２．

１２月 原田勝正：『日本鉄道史―技術と人間―』，

鉄道ジャーナル，４２２，p.１４２．

１２月 笹田昌宏／岸由一郎：『全国トロッコ列車

―ファミリーで楽しむ愉快なレイルウェイ

たち―』，鉄道ジャーナル，４２２，p.１４２．

１２月 福原正弘：『甦れニュータウン―交流によ

る再生を求めて―』，新地理，４９�，pp.

５６―５７．

文献解題

２月 『鉄の棺』，「第二次大戦におけるドイツの

潜水艦」，「Ｕボートエース列伝」，および，

本文注記，『鉄の棺―Ｕボート死闘の記録

―』（ヘルベルト・Ａ・ヴェルナー著，鈴

木主税訳），中央公論新社，索引・付録，

pp.１２―４９．

４月 鉄道図書２０選（吉川文夫・和久田康雄と分

担執筆），『年鑑２００１ 日本の鉄道』（鉄道

ジャーナル別冊），鉄道ジャーナル社，pp.

１１９―１２３．

４月 『呪われた海』．「ドイツ海軍の組織につい

て」，「ドイツ海軍名将列伝」，および，本

文注記，『呪われた海―ドイツ海軍戦闘記

録―』（カーユス・ベッカー著，松谷健二

訳），中央公論新社，付録�，pp. ５３４―５４１，

解題他，pp.２２―３１．

青木栄一教授の略歴

１０７



８月 『ギュンター・プリーン自伝』，および，本

文注記．『スカパ・フローへの道―ギュン

ター・プリーン回想録―』，（ギュンター・

プリーン著，濱野修訳），中央公論新社，

pp.３１５―３３２．

講演・シンポジウム記録

１２月 The Preservation of Railway Heritage in

Japan: An Outline History and General

View, Slow Train Coming: Heritage Rail-

ways in the ２１st Century, Joint Confer-

ence held at the National Railway Mu-

seum, ２０th―２３rd September ２００１. The

Institute of Railway Studies and the Heri-

tage Railway Association,２４（１―７）,

学会での発表記録

１０月 産業遺産の保存と継承に必要な技術と技能

の役割―ある保存鉄道の事例から―（堤一

郎と），産業考古学会２００１度全国大会（山

形）研究発表講演論文集，pp.５４―５７．

その他

１月 ２１世紀のJRへのコメント，JR gazette，５９

�（通巻６１９），p.１３．

２００２年

辞 典

１１月 浮田典良編：『最新地理学用語辞典』，大明

堂，２８８p．（分担執筆；計３６項目）．

論説・研究ノート

３月 鉄道と港―港湾をめぐる鉄道の役割とその

変化―，鉄道ピクトリアル，７１４，pp. １０―

２１．

３月 The Preservation of Railway Heritage in

Japan: An Outline History and General

View, Japan Railway & Transport Re-

view（East Japan Rail―way Culture Foun-

dation）,３０, pp.１６―１９.

３月 新技術がもたらした海戦の変化，世界の艦

船，５９３，pp.６９―７５．

６月 ３フィート６インチ・ゲージ採用について

のノート，文化情報学，９�，pp. ２９―３９．

６月 路面電車の復権―LRTの発達とその現状

―，地理，４７�，pp.５５―６３．

７月 MEKO型フリゲイトの生みの親 ブロー

ム・ウント・フォス造船所，世界の艦船，

５９８，pp.８０―８３．

８月 大都市の環状鉄道―その形成と特徴―，鉄

道ピクトリアル，７２０，pp.１０―１９．

９月 ドイツ巡洋艦作戦史，世界の艦船，６０１，

pp.１５４―１６１．

９月 近代化遺産を地理教材に―近代化遺産を素

材にこう切り拓く―，『地理が切り拓く「総

合的な学習」』（寺本潔・田部俊充・大西宏

治編），地理，５６５（９月増刊），pp. ３６―３９．

９月 近代化遺産としての保存船―その歴史・現

状と課題，ラメール（日本海事広報協会），

２７	，pp.４２―４５．

１２月 日本の鉄道車両工場―その歴史的考察―，

鉄道ジャーナル，４３４，pp.６６―７４．

短 報

７月 「鈍行列車がやってくる」SLOW TRAIN

COMING―２１世紀の保存鉄道を考える国

際会議の報告―，鉄道ピクトリアル，７１９，

pp.１０８―１１０．

エッセイ

４月 蜀の国と嘉陵江，そして張飛のこと，

TCT旅ニュース（二十一世紀旅行），２９，

p.１２．

１２月 空港アクセス鉄道の黎明期を顧みて，てい

くおふ（全日本空輸），１００，p.６８．

書 評

１月 白土貞夫：『岬へ行く電車―銚子電気鉄道

７７年のあゆみ―』，鉄道ジャーナル，４２３，

p.１５４．

１月 西裕之：『全国森林鉄道』，および，岡本憲

之：『全国鉱山鉄道』，鉄道ジャーナル，

４２３，p.１５４．

２月 小池滋：『「坊ちゃん」はなぜ市電の技術者

になったか―日本文学の中の鉄道をめぐる

８つの謎―』，鉄道ジャーナル，４２４，p.

１３８．

３月 森口誠之：『鉄道未成線を歩く 私鉄編』，

文化情報学 第１１巻第２号（２００４）
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鉄道ジャーナル，４２５，p.１３８．

３月 西村幸格・服部重敬：『都市と路面公共交

通―欧米にみる交通政策と施設―』，新地

理，４９�，pp.４１―４６．

４月 渡辺一策：『国鉄冷蔵車の歴史 上／下』，

鉄道ジャーナル，４２６，p.１３８．

５月 和久田康雄：『私鉄史探訪６０年』，鉄道

ジャーナル，４２７，p.１３８．

６月 西尾恵介：『所沢車輌工場ものがたり

上／下』，鉄道ジャーナル，４２８，p.１３８．

６月 原田勝正：『日本鉄道史―技術と人間―』，

歴史地理学，４４�（通号２０９），pp. ３９―４１．

７月 吉川文夫・塚本雅啓：『なつかしの路面電

車 視録』，鉄道ジャーナル，４２９，p. １５４．

７月 奈良崎博保：『福岡・北九州市内電車が

走った町今昔―西鉄の路面電車・定点対比

―』，鉄道ジャーナル，４２９，p.１５４．

７月 フォス美弥子編訳：『海国日本の夜明け―

オランダ海軍ファビウス駐留日誌―』，日

本歴史，６５０，pp.１１４―１１７．

８月 路面電車ハンドブック編集委員会編：『日

本路面電車ハンドブック２００１版』，鉄道

ジャーナル，４３０，p.１３８．

１０月 吉川文夫：『東海道線１３０年の歩み』，鉄道

ジャーナル，４３２，p.１３８．

１１月 藤井信夫：『阪神電気鉄道（車両発達史シ

リーズ７）』，鉄道ジャーナル，４３３，p.

１３８．

１２月 佐藤信之：『鉄道好きの知的生産術―自分

の「鉄道」探求の成果をどう発信するか―』，

鉄道ジャーナル，４３４，p.１３８．

文献解題

４月 鉄道図書２０選（吉川文夫・和久田康雄と分

担執筆），『年鑑２００２ 日本の鉄道』（鉄道

ジャーナル別冊），鉄道ジャーナル社，pp.

１１９―１２３．

写真を中心とした解説

４月 西武鉄道武蔵野線―１９５４年，鉄道ピクトリ

アル，７１６，p.９６．

対談・座談会

５月 トラストトレイン１５周年に思う，（小池滋，

松沢正二，増田浩三，米山淳一と），日本

ナショナルトラスト報，３９４，pp.２―５．

講演・シンポジウム記録

３月 近代多摩の交通軸―甲州街道から甲武鉄道，

中央線へ―，『文化財保護の方策とその課

題』（平成１３年度文化財セミナー報告書），

東京都立多摩社会教育会館，pp.４６―５４．

２００３年

分担執筆

７月 プレス・アイゼンバーン編：『臼井茂信作

品集 北海道編 狩勝紀行』，プレス・ア

イゼンバーン，１４４p．（分担執筆；臼井茂

信の鉄道史研究とその軌跡―著作目録にそ

えて―，pp. １３２―１３４，臼井茂信著作目録，

pp. １３６―１４２，臼井茂信年譜，p. １４４），

〈１９９５年１１月，『軌跡―臼井茂信の鉄道史

研究６０年―』，臼井茂信さんを偲ぶ会編・

刊より補訂の上転載〉．

論説・研究ノート

１１月 民営貨物鉄道の役割と意義，鉄道ピクトリ

アル，７３９，pp.１０―２０．

短 報

９月 第１２回TICCIH大会に参加して―ウラル地

方の地形と製鉄業の立地―，産業考古学，

１０９，pp.２３―２５．

紀 行

５月 中国 西康線の旅，鉄道ジャーナル，４３９，

pp.１１２―１１７．

エッセイ

１０月 輸送力増大，暮らしを支える高性能な足へ

―昭和３０年代～４０年代―（相鉄の車両メモ

リー３），相鉄瓦版（相模鉄道），１２２，pp.

２３―３２．

１０月 今に雄姿を伝える神中３号機，相鉄瓦版

（相模鉄道），１２２，pp.４２―４５．

１２月１２日 千変万化（美貌の皇后との対面），駿

河台大学NEWS，８９，p.１．

書 評

１月 佐竹保雄・佐竹晃（写真）・吉川文夫（解

青木栄一教授の略歴
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説）：『私鉄買収国電』，鉄道ジャーナル，

４３５，p.１５４．

１月 時刻表OB会編：『時刻表舞台裏の職人た

ち』，鉄道ジャーナル，４３５，p.１５４．

２月 三宅俊彦・寺本光照：『国鉄・JR臨時列車

ハンドブック』，鉄道ジャーナル，４３６，p.

１４２．

２月 高橋敏昭：『アジアの鉄道おもしろ事情』，

鉄道ジャーナル，４３６，p.１４２．

３月 岡雅行・山田俊明編：『ゲージの鉄道学』，

鉄道ジャーナル，４３７，p.１４２．

３月 藤田佳久：『東亜同文書院 中国大調査旅

行の研究』，歴史地理学，４５�（通号２１３），

pp.５２―５３．

４月 坂上茂樹：『船用蒸気タービン百年の航跡

―現代技術史の基本構造と日本技術のアイ

デンティティー―』，世界の艦船，６０９，p.

１１３．

４月 東京都写真美術館編：『永遠の蒸気機関車

くろがねの勇者たち』，鉄道ジャーナル，

４３８，p.１３８．

５月 佐々木義郎編著：『琵琶湖の鉄道連絡船と

郵便逓送』，鉄道ジャーナル，４３９，p. １３８．

６月 小野田滋：『鉄道構造物探見，トンネル，

橋梁の見方・調べ方』，鉄道ジャーナル，

４４０，p.１３８．

７月 京福電気鉄道編・刊：『京福電気鉄道越前

線写真帖―８８年回顧録―』，鉄道ジャーナ

ル，４４１，p.１５４．

８月 岡田誠一：『国鉄暖房車のすべて』，鉄道

ジャーナル，４４２，p.１３８．

９月 島原琢：『鉄道事業経営研究試論―京王電

鉄を中心として―』，鉄道ジャーナル，４４４，

p.１３８．

９月 『大正・昭和の鳥瞰図絵師 吉田初三郎の

パノラマ地図』（別冊「太陽」），歴史地理

学，４５�（通号２１５），pp.２７―２８．

１１月 三宅俊彦：『鉄道古写真帳』，鉄道ジャーナ

ル，４４５，p.１３８．

１２月 宮田道一：『フリーテクイラストを描く！』，

鉄道ジャーナル，４４６，p.１４２．

１２月 奥野一生：『日本のテーマパーク研究』，新

地理，５１�，pp.４１―４２．

文献解題

４月 鉄道図書２０選（吉川文夫・和久田康雄と分

担執筆），『年鑑２００３ 日本の鉄道』，鉄道

ジャーナル社，pp.１１９―１２３．

対談・座談会

６月 『SL復活物語』（日本鉄道保存協会編），

JTB（マイロネBOOKS），１９０p．（対談；

走れトラストトレイン（米山淳一と），pp.

３４―４５）．

講演・シンポジウム記録

３月 現代の鉄道博物館像を考える，『交通博物

館開館８０周年記念講演会 パネルディス

カッション記録集』（交通博物館），pp. ２―

１７，（２００１年１０月１４日開催記念講演会の記

録，３７p．），

９月 鉄道史研究と「鉄道省文書」，（第４６回歴史

地理学会公開講演〈会長講演〉要旨），歴

史地理学，４５（４）（通号２１５），p.３４.

学会での発表記録

５月 旧日の丸自動車法勝寺鉄道 フ５０号客車の

調査と復元（堤一郎と），産業考古学会第２７

回総会研究発表講演論文集，pp.１―４．

インタビュー

９月 『鉄道学のススメ―８人の鉄道先生たち―』

（原口隆行著），JTB（マイロネBOOKS），

１９１p．（インタビュー；鉄道歴史地理学，

pp.１８―３９）．

報告書

３月 『水と翠のまち 西条の歴史遺産に関する

調査』，日本ナショナルトラスト，１２８p．

（分担執筆；鉄道資料館設立についての意

見，pp.１１２―１１３）．

紙 碑

３月 佐藤甚次郎先生を悼む，新地理，５０�，p.

６１．
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２００４年

単 著

６月 『昭和２９年夏 北海道私鉄めぐり�上』（RM

LIBRARY ５８），ネコ・パブリッシング，

４８p.

７月 『昭和２９年夏 北海道私鉄めぐり�下』（RM

LIBRARY ５９），ネコ・パブリッシング，

５６p.

編著・共編著

５月 『軽便鉄道―昭和戦後を生きた小さな旅客

鉄道回想―』（三宅俊彦と共編），大正出

版，１８５p．（分担執筆；日本の軽便鉄道序

説―小さな鉄道が歩んだ１２４年の軌跡―，

pp.１３―２３）．

分担執筆

１月 帝国書院編集部編：『帝国書院の復刻地図

集，地図で見る昭和の動き―戦前，占領下，

高度経済成長期―解説書』，帝国書院，１１１

p．（分担執筆；	日本の軍事とかつての

植民地（１．日本をめぐる地政学と軍備，

pp. ２６―２７，２．朝鮮半島，pp. ２８―２９，３．

台湾，pp. ３０―３１，４．関東州・満州国，

pp.３２―３３，６．南洋諸島，pp.３６―３７），


鉱業の盛衰―地図で見る鉱業のうつり変り

―，pp. ３８―３９，交通網の発達（１．地

図で見る高速道路の整備，pp. ５６―５７，２．

地図で見る航空路の発達，pp. ５８―５９，３．

地図で見る新幹線と航路の発達，pp. ６０―

６１），�鉄道の変化―地図で見る鉄道網の

発達―，pp.７６―８３）

１０月 杉本一正・名取紀之編：『梅小路９０年史』，

西日本旅客鉄道刊，ネコ・パブリッシング

発売，２８８p．（分担執筆；近代化遺産とし

ての梅小路蒸気機関車館，pp.１９―２１）．

監 修

７月 日本実業出版社編：『東京の地下鉄がわか

る事典』，日本実業出版社，３５０p．（分担

執筆；序章のうち，ところで「地下鉄」っ

て何だろう？，pp. １９―２２，世界の地下鉄

はどうなっているか，pp. ２３―２４，日本で

地下鉄が走る都市，pp. ２５―２６，第１章の

うち，東京最初の地下鉄計画，pp. ２８―２９，

第３章のうち，地下鉄車両に共通する特徴，

pp. １４２―１４３，東京地下鉄道１０００形，pp.

１４４―１４７，営団地下鉄３００形，p. １４８―１５０，

アルミ車・ステンレス車の導入が早かった

理由，pp. １５１―１５３，チ ョ ッ パ 制 御 と

VVVFインバータ制御，pp. １５５―１５７，第

４章のうち，ホームドアのしくみ，pp.

２３７―２３９，第７章のうち，東京の地形と地

下鉄建設，p.３１０）．

論説・研究ノート

８月 ２１世紀の地方交通線問題を考える，鉄道

ジャーナル，４５４，pp.４８―５５．

９月 鉄道史研究と『鉄道省文書』，歴史地理学，

４６�（通号２２０），pp.１―１９．

１２月 鉄道史研究と『鉄道省文書』，補遺，歴史

地理学，４６	（通号２２１），p.４０．

エッセイ

３月 路面電車―その過去・現在・未来，地図情

報，２３�（通巻８８），pp.２―３．

３月２５日 自主ゼミナールの喜び，駿河台大学

NEWS，９１，p.３．

資 料

８月 最近開通した鉄道新線（１９９０年以降）一覧，

地理，４９�，pp.１８―２３．

１２月 青木栄一所蔵 鉄道史関連雑誌論文目録，

文化情報学，１１�，pp. ７―４７.

１２月 青木栄一教授の略歴，および青木栄一著作

目録（１９９６～２００４年），文化情報学，１１�，

pp.９５―１１２.

書 評

１月 巴川享則・三宅俊彦・塚本雅啓：『タイム

スリップ中央線』，鉄道ジャーナル，４４７，

p.１５４．

２月 吉川文夫：『路面電車の技術と歩み』，鉄道

ジャーナル，４４８，p.１４２．

３月 三木理史：『水の都と都市交通―大阪の２０

世紀―』，鉄道ジャーナル，４４９，p.１４２．

４月 福原俊一：『ビジネス特急〈こだま〉を走

青木栄一教授の略歴
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らせた男たち』，鉄道ジャーナル，４５０，p.

１５２．

５月 宮田道一：『草軽のどかな日々』，および，

安保彰夫：『赤穗鉄道の発掘』，鉄道ジャー

ナル，４５１，p.１４１．

６月 広田尚敬：『電車の写真集』，鉄道ジャーナ

ル，４５２，p. 1３７．

６月 三宅俊彦：『東北・常磐線１２０年の歩み』，

鉄道ジャーナル，４５２，p.１３７．

８月 西野保行：『鉄道の 情 景The Railway

Scene １９５３～２００２』，鉄道ジャーナル，

４５４，p.１４１．

９月 ポール・ランディ（小杉泰監訳）：『イス

ラーム―この１冊でイスラームのすべてが

見える―』，新地理，５２�，pp.４７―４９．

１０月 東京文化財研究所監修：『鉄道の保存と修

復�―未来につなぐ人類の技	―』，鉄道

ジャーナル，４５６，p.１４１．

１１月 佐藤芳彦：『空港と鉄道―アクセスの向上

をめざして―』，鉄道ジャーナル，４５７，p.

１４１．

１２月 斎藤毅：『続世界・切手国めぐり』，新地理，

５２�，pp.３４―３５．

文献解題

４月 鉄道図書２０選（和久田康雄と分担執筆），

『年鑑２００４ 日本の鉄道』，鉄道ジャーナ

ル社，pp.１１９―１２３．

１２月 大阪鉄道局編：『鉄道用語辞典』（復刻版），

成山堂書店，解題，pp.１―５．

学会での発表記録

１１月 大学における「産業考古学」講義への模索，

産業考古学会２００４度全国大会（加悦）研究

発表講演論文集，pp.１３―１６．

インタビュー

８月 鉄道の新線開通を考える―青木栄一先生に

聞く―，地理，４９�，pp.４３―５６．

その他

６月 「第２８回総会・研究会を終えて，産業考古

学，１１２，p.２４．

９月 戦艦「三笠」は産業遺産としての価値はな

いのか―「総合見学会報告」（『産業考古学』

１１２号，大橋公雄氏）への疑問―，産業考

古学，１１３，pp.１７―１８．

１２月 ちょっと質問１１ 路面電車は，なぜ見直さ

れているのですか？ 回答，地理，４９�，

pp.１３―１５．
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